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アイディアとディテール 
 
・ ホストクラウドにおいて、全てのアプリケーションサービスをサブスクリプションにおいて、提供する新たなサービスは、⾼速通信にお

ける新しいコンピュータ環境を提案するものである。これらは規格の標準化における新しいサービスの提案を実現するものである。 
 
・ これらは、WEB３という規格とともに、その新しいサービスの構築を提案するものであり、既存 OS におけるコンピュータサービスから、

新たなコンピュータ環境への移⾏を提案するものである。 
 

・ これらは端末（BOOKLET）が通信においてホストへ接続し、全ての IT サービスへのアクセスを個別サブスクリプションにおいて⾏う
ものである。 

 
・ これら、端末は、全てのコミュニケーションサービス（IP 電話、EMAIL, FAX, テレビ電話会議、SMS）の統合を同時に⾏い、統⼀した

⾃⼰デジタルパスポートともに、デジタル社会における⾃⼰のコアコンピタンス構築を模索できるものと考える。 
 

・ これらは、新聞や雑誌、書籍などのリーダーとしての提案も実現できるものである。 
 
マーケティングと競合 
 
・ それらは通信端末とコストダウン、クラウド OS という新しい製品サービスが独⾃性においてコアコンピタンスの構築を提案できるもの

であり、独⾃性は現在において競合を得ることはないと考える。 
 
・ また、IoT 環境における基本的なサービス製品としての確⽴なども模索できるものであり、スマートマネーやデジタルパスポートとして

の提案も実現できると考える。 
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シードから、レーターまでのビジョン 
 
・ これらは IT におけるフレームワークの構築、製品開発など、資本と⼈材の要求を得るものであり、⼤⼿企業との協業が基盤として考え

られるものである。これら市場への参加と認知の拡⼤は、コアコンピタンスとしての事業拡⼤を提案したいと考える。 
 
・ これらは製品とサービスの完成において、オープンソースにおけるクラウドサービス事業の拡⼤とともに、レーター期までの計画とした

いと考える。 


